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登場人物紹介
日本

《防衛省》
〈特殊部隊サイレント・コア〉
土
ど

門
もん

康
こう

平
へい

　一佐。ようやく昇進したことで、浮かれ気味。部下には辟
易とされている。コードネーム：マウナケア。

〔原田小隊〕
原
はら

田
だ

拓
たく

海
み

　一尉。元は小牧基地の教育隊所属の救難教育隊救難指導員。
土門に一本釣りされ小隊長に任命される。コードネーム：K２。

畑
はたけ

友
とも

之
ゆき

　曹長。分隊長。冬戦教からの復帰組。コードネーム：ファ
ーム。

高
たか

山
やま

健
けん

　一曹。分隊長。西方普連からの復帰組。コードネーム：ヘル
スケア。

大
おお

城
しろ

雅
まさ

彦
ひこ

　一曹。土門の片腕として活躍。コードネーム：キャッスル。
待
まち

田
だ

晴
はる

郎
お

　一曹。地図読みのプロ。コードネーム：ガル。
水
みず

野
の

智
とも

雄
お

　一曹。元水泳の強化選手。分隊長に出世した。コードネー
ム：フィッシュ。

田
た

口
ぐち

芯
しん

太
た

　二曹。部隊随一の狙撃手。コードネーム：リザード。
比
ひ

嘉
が

博
ひろ

実
み

　三曹。ドンパチ好きのオキナワン。田口の「相方」を自称。
コードネーム：ヤンバル。

吾
あ

妻
づま

大
だい

樹
き

　三曹。山登りが人生だという男。コードネーム：アイガー。
〔姜小隊〕
姜
かん

彩
あや

夏
か

　三佐。元は韓国陸軍参謀本部作戦二課に所属。司馬に目を付
けられ、日本人と結婚したことで、部隊に引っ張られる。コード
ネーム：マカルー。

漆
うるし

原
ばら

武
たけ

富
とみ

　曹長。姜小隊ナンバー２。コードネーム：バレル。
福
ふく

留
とめ

弾
だん

　一曹。鹿児島県出身で、部隊のまとめ役。コードネーム：チ
ェスト。

井
い

伊
い

翔
かける

　一曹。姜小隊のＩＴエンジニア。コードネーム：リベット。
御
み

堂
どう

走
そう

馬
ま

　二曹。元マラソン・ランナー。コードネーム：シューズ。
姉
あね

小
こう

路
じ

実
さね

篤
あつ

　二曹。父親はロシアビジネス界の大物。コードネーム：
ボーンズ。

川
かわ

西
にし

雅
まさ

文
ふみ

　三曹。元Ｊリーガー。コードネーム：キック。



由
ゆ

良
ら

慎
しん

司
じ

　三曹。西方普連から引き抜かれた狙撃兵。コードネーム：
ニードル。

小
お

田
だ

桐
ぎり

将
しょう

　三曹。タガログ語を話せる。コードネーム：ベビーフェイ
ス。

阿
あ

比
び

留
る

憲
あきら

　三曹。対馬出身。西方普連から修業にきた。コードネーム：
ダック。

赤
あか

羽
ばね

拓
たく

真
ま

　士長。フィールドでのゲテモノ食いに長ける。コードネー
ム：シェフ。

〔訓練小隊〕
甘
あま

利
り

宏
ひろし

　一曹。元は海自のメディック。生徒隊時代の原田拓海一尉
の同期。

〈陸上自衛隊　西部方面普通科連隊（WAiR）〉
司
し

馬
ば

光
ひかる

　二佐。西方普通科連隊付き教官。朝霞で婦人自衛官の教育
に当たれば一佐に昇進させてやると言われているのだが……。

〈第一ヘリコプター団〉
村
むら

田
た

護
もり

人
と

　三佐。村田家次男。
村
むら

田
た

凛
りん

子
こ

　一尉。村田護人の妹。明野で偵察ヘリに乗っていた。

《海上自衛隊》
〔南支派遣艦隊〕
高
たか

遠
とお

雅
まさ

也
や

　海将補。南支派遣艦隊司令を務める。
染
そめ

谷
や

俊
とし

雄
お

　一佐。首席幕僚。
板
ばん

東
どう

兼
かね

人
と

　一佐。〝かが〟艦長。
兼
かね

坂
さか

すみれ　二佐。艦隊情報幕僚。
〔第七航空隊〕
藤
ふじ

原
わら

美
み

沙
さ

　二佐。岩国基地第九一航空隊司令。回転翼パイロットとし
てスタートし、後に双発に転じ、海自初のジェットであるＵ－
36Ａのライセンスももつ。

〔インド洋派遣艦隊〕
五
ご

味
み

勇
いさ

美
み

　海将。連合艦隊司令長官。航空集団司令から、自衛艦隊司
令を最後に退官。Ｐ－３Ｃ乗りで、藤原美沙の父親に鍛えられた。

江
え

川
がわ

俊
とし

樹
き

　海将補。
竹
たけ

内
うち

幸
こう

輔
すけ

　二佐。作戦幕僚。
〔ヘリ搭載護衛艦〝ほうしょう〟〕
泉
いずみ

田
だ

宣
せん

泳
えい

　一佐。艦長。



橋
はし

口
ぐち

肇
はじめ

　二佐。副長。
宮
みや

城
ぎ

明
あ

日
す

香
か

　一尉。気象班長。
（哨戒機部隊）
波
は

多
た

野
の

誠
まこと

　一佐。ＡＬ－１エアボーン哨戒機〝ヤマタノオロチ〟の
戦
T A C C O

術航空士役。テスト・パイロットであると同時に、マサチュ
ーセッツ工科大学で航空工学の博士号を取った変わり者。コー
ルサイン：メデューサ。

田
た

端
ばた

悟
ご

郎
ろう

　二佐。〝ヤマタノオロチ〟機長。
結
ゆう

城
き

美
み

佐
さ

紀
き

　一尉。〝ヤマタノオロチ〟副操縦士。
〈航空自衛隊〉
（二〇二飛行隊）
村
むら

田
た

先
さき

斗
と

　二佐。Ｆ－35Ａに乗る。村田護人、凛子の兄。
（民間軍事会社）
音
おと

無
なし

誠
せい

次
じ

　営門一佐。〈サイレント・コア〉の元隊長で、今は自衛隊
退役者からなる民間軍事会社を立ち上げてその顧問となってい
る。偶然ハワイに来ていて巻き込まれた。

木
こ

暮
ぐれ

龍
りゅう

慈
じ

　元一曹。狙撃手。音無の部下。二〇年前に自衛隊を引退
してからは、北海道でマタギとして暮らしていた。コードネー
ム：ジャッカル。

アメリカ
《アメリカ合衆国大統領行政府》
エリザベス・ケンジントン　大統領。
ケイティ・ヘンドリクセン　国務長官。
コリン・コンラッド　大統領首席補佐官。アマンダ・マクノートンの

上司。
アマンダ・マクノートン　新補佐官。安全保障問題担当次席補佐官か

ら国家安全保障問題大統領補佐官へ就任。
クインシー・ショー　ホワイトハウス広報室長。
〈海軍〉
〔南シナ海派遣部隊〕
マイケル・ゴトー　中佐。南シナ海派遣部隊参謀。三代続く日系人。
〈陸軍〉
〔第25歩兵師団〕
デレク・キング　中将。元の師団長が負傷し、その後役職を引き継い



だ黒人陸軍中将。別名：クラッシャー・キング将軍。
〔第25歩兵師団隷下　第４空挺旅団〝スパルタン〟〕
クラーク・マッケンジー　中佐。大隊長。
カイル・バタスキー　中尉。第５０１落下傘歩兵大隊〝ジェロニモ〟

本部管理中隊付き偵察小隊を率いる。
トーマス・ワン　曹長。小隊を纒める補佐役。
マサミチ・ドウモト　伍長。
マック・キム　一等兵。韓国系。
ケイコ・ノックス　一等兵。
〔第７エンジニア・ダイブ分遣隊〕
ブルース・イノウエ　大尉。
ジミー・ボラード　伍長。
〈海兵隊〉
セリーヌ・Ｄ・タッカート　海軍少将。少将に出世したばかりの女性。
（レジスタンス）
タケル・サトー　少佐。ハワイでルーカス・カトーのバイト先である

ガンショップを経営。七〇歳を超えているが、銃の腕は確か。
チヨコ・サトー　タケル・サトーの孫娘で、ルーカス・カトーの幼馴染み。
ルーカス・カトー　ハワイ大学マノア校で機械工学を学ぶ青年。チヨ

コとの写真が〝アラ・ワイ運河の恋人〟として、全世界の注目
を浴びる。

中国
《中央弁公庁》
範
ファン

学
シュエ

毛
マオ

　中国共産党中央弁公庁主任。
〔中央巡視組〕
厳
イェン

亜
ア

龍
ロン

　中央巡視組香港警察連絡官。
〔香港警務処〕
徐
シユイ

裕
ユウ

堅
キン

　高級警司。香港警務処機動部隊を率いる。
黎
リィ

慧
ウェイ

詩
シー

　警長。徐裕堅の秘書兼副官。

陸
ルゥ

海
ホイ

栄
ウィン

　香港の学生運動家。学費のために自分から香港警務処にス
パイを志願。



〈陸軍〉
韋
ウェイ

立
リィ

新
シィン

　少将。
龍
ロン

鵬
プヲン

飛
フェイ

　少佐。世界の奇襲戦法が専門。日本のアニメオタク。
宋
ソン

莉
リー

　精華大学情報工学科の俊英にして〝シャングリラ〟の設計者。
龍鵬飛が雇ったハッカー集団にいて、彼と行動をともにしている。

〔第一〇八特別監察旅団〕
武
ウ

彬
ピン

　大佐。林
リン

剛
カン

の元上官。彼をスカウトした。
林
リン

剛
カン

　中佐。
陶
タオ

子
ツ

默
モ

　一級軍士長。
〔第一〇一待機旅団〕
葉
イエ

旭
シュイ

東
トン

　少将。
杜
トゥ

子
ツ

健
チィエン

　大佐。参謀長。
程
チヲン

卓
チゥオ

凡
ファン

　大佐。政治将校。
石
シィ

萌
モン

　少佐。元々はハワイ島攻略部隊の情報参謀だったが、負傷した
杜子健大佐より参謀長職を託され作戦参謀兼参謀長代理になる。

金
チィン

語
ユイ

堂
タン

　大尉。
顧
クゥ

浩
ハオ

　中尉。慎重な性格を見込まれ、金大尉に部下ごと引き抜かれた。
任
レン

学
シュエ

軍
チュン

　曹長。
〈海軍〉
邱
チィウ

通
トン

　中佐。随級通常動力潜水艦〝遠征０５７〟艦長。
高
カオ

凡
ファン

　少佐。〝遠征０５７〟副長。水測員上がりで、音のことにめっ
ぽう詳しい。邱通中佐とのコンビは、中国海軍潜水艦隊最強と
賞賛されている。

シンガポール
クー・シェンロン　国防大臣。若く野心家で知られる男。
姚
ヤオ

芳
ファン

芳
ファン

　クー・シェンロン国防大臣の妻。香港人で元民主運動家。

ロシア
ゲンナジ・オルレンコ　空軍中佐。ユラン・リーダー。

インド
マヘシュ・ラセカール　博士。インド人技術者を束ねるエンジニア。

二〇歳で数学の博士号を取得し、二四歳で物理学の博士号を取
った天才科学者。



第
三
次
世
界
大
戦
８　

フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
の
戦
場
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プ
ロ
ロ
ー
グ

　

二
枚
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
小
さ

な
画
面
に
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
ビ
ル
の
上

の
階
に
設
置
さ
れ
た
交
通
監
視
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
も

の
で
、
群
衆
と
、
に
ら
み
合
う
警
官
隊
を
撮
影
し
て
い
た
。

　

一
枚
目
は
ど
こ
か
の
古
び
た
建
物
の
玄
関
を
囲
む
よ
う

に
し
て
、
群
衆
が
集
ま
っ
て
い
る
。
三
〇
〇
か
ら
五
〇
〇

人
く
ら
い
は
い
た
。
対
す
る
警
官
隊
は
、
ほ
ん
の
二
〇
名

ほ
ど
だ
。
看
板
が
写
っ
て
い
た
が
、
解
像
度
が
低
く
、
そ

こ
に
描
か
れ
て
い
る
文
字
は
読
み
取
れ
な
い
。

　

そ
し
て
二
枚
目
は
、
衝
撃
的
な
も
の
だ
っ
た
。
道
路
を

挟
ん
で
建
物
側
に
固
ま
っ
て
い
た
群
衆
が
散
っ
て
い
る
。

そ
し
て
警
官
隊
の
隊
列
は
崩
れ
、
発
砲
し
て
い
た
。
路
上

に
四
人
が
倒
れ
て
い
る
。
解
像
度
の
低
さ
か
ら
、
辛
う
じ

て
そ
れ
が
制
服
警
官
で
は
な
く
、
民
間
人
ら
し
い
と
わ
か

る
写
真
だ
。
性
別
ま
で
は
判
別
で
き
な
い
。

　

一
枚
目
も
二
枚
目
に
も
、
時
刻
表
示
が
入
っ
て
い
た
。

そ
れ
を
見
る
と
二
枚
の
写
真
が
撮
ら
れ
た
間
に
は
、
一
五

分
の
開
き
が
あ
る
。
そ
の
一
五
分
の
間
に
、
何
か
突
発
的

な
事
態
が
起
こ
り
、
警
官
隊
が
発
砲
し
た
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。

　

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
事
態
だ
。
だ
が
、
現
場
か
ら
一
万

キ
ロ
近
く
も
離
れ
た
こ
こ
ハ
ワ
イ
で
で
き
る
こ
と
は
、
何

も
無
い
。

　

ワ
イ
キ
キ
・
ビ
ー
チ
沿
い
の
ホ
テ
ル
に
設
け
ら
れ
た
司
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令
部
で
は
、
人
払
い
し
た
上
で
参
謀
た
ち
が
集
い
、
息
が

か
か
る
ほ
ど
の
距
離
で
額
を
付
き
合
わ
せ
、
そ
の
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
に
表
示
さ
れ
た
写
真
に
見
入
っ
て
い
た
。

　

第
一
〇
一
待
機
旅
団
を
率
い
て
オ
ア
フ
島
に
上
陸
し
た

葉イ
エ

旭シ
ュ
イ

東ト
ン

陸
軍
少
将
が
、
ロ
ッ
カ
ー
や
棚
を
衝
立
代
わ
り

に
し
て
作
っ
た
部
室
で
「
こ
れ
は
ど
こ
だ
？
」
と
、
小
声

で
尋
ね
た
。

「
黒ヘ

イ

竜ロ
ン

江チ
ア
ン

省
の
、
黒ヘ

イ

河ホ
ウ

市
。
黒ア

ム
ー
ル

竜
江
を
挟
ん
で
、
対
岸

は
も
う
ロ
シ
ア
で
す
。
銀
行
の
前
で
す
ね
。
明
ら
か
に
取

り
付
け
騒
ぎ
の
よ
う
で
す
」

　

参
謀
長
代
理
の
石シ

ィ

萌モ
ン

少
佐
が
、
走
り
書
き
し
た
メ
モ
を

見
な
が
ら
言
っ
た
。
こ
の
写
真
は
、
国
内
の
状
況
を
伝
え

る
た
め
に
北ペ

京キ
ン

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
世
界
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
網
が
ダ
ウ
ン
し

た
こ
と
で
、
軍
の
回
線
も
影
響
を
受
け
、
粗
い
画
像
し
か

受
け
取
れ
な
か
っ
た
。
静
止
画
の
、
た
っ
た
二
枚
だ
け
だ
。

　

だ
が
、
そ
の
画
像
が
も
つ
意
味
は
非
常
に
重
い
。

「
何
が
、
起
こ
っ
て
い
る
ん
だ
？
」

「
今
朝
か
ら
―
北
京
時
間
の
今
朝
と
い
う
意
味
で
す
が
、

三
度
、
照
会
し
て
や
っ
と
送
ら
れ
て
き
た
の
が
、
こ
の
二

枚
の
写
真
で
す
。
説
明
は
一
切
無
く
、
参
謀
の
み
が
閲え

つ

覧ら
ん

可
と
あ
り
ま
し
た
」

　

政
治
将
校
の
程

チ
ヲ
ン

卓チ
ゥ
オ

凡フ
ァ
ン

大
佐
も
、
困
っ
た
顔
つ
き
で

言
う
。

　

兵
た
ち
の
動
揺
が
報
告
さ
れ
た
の
は
、
つ
い
二
時
間
前

の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
時
点
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

ど
う
も
繋
が
り
に
く
い
、
と
り
わ
け
中
国
大
陸
に
は
全
く

繋
が
ら
な
い
と
い
う
話
で
、
こ
れ
は
香ホ

ン

港コ
ン

で
フ
ェ
イ
ク
・

ニ
ュ
ー
ス
が
民
心
を
惑
わ
し
て
い
る
こ
と
に
対
抗
す
る
た

め
の
措
置
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
な
ぜ
か
影
響
は
中
国
全
土
に
広
ま
り
、
国

内
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
も
ダ
ウ
ン
。
そ
れ
は
あ
っ

と
い
う
間
に
世
界
規
模
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

「
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ジ
オ
、
衛
星
テ
レ
ビ
で
の
ニ
ュ
ー
ス
を
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総
合
し
ま
す
と
、
人
民
が
現
金
を
求
め
て
、
営
業
時
刻
前

か
ら
銀
行
の
窓
口
に
行
列
を
作
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
だ
暗

い
う
ち
か
ら
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
空
に
な
り
…
…
」

　

石
少
佐
が
、
メ
モ
を
見
な
が
ら
話
す
。

「
だ
か
ら
、
な
ぜ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
現
金
が
結
び
つ

く
ん
だ
ね
⁉
」

　

少
将
が
、
自
分
が
知
り
た
い
の
は
そ
こ
じ
ゃ
な
い
、
と

い
う
感
じ
で
問
う
た
。

「
は
、
は
い
。
中
国
人
は
ご
承
知
の
よ
う
に
、
現
金
を
信

用
し
ま
せ
ん
。
偽
札
は
多
い
で
す
し
、
国
家
の
都
合
で
、

い
つ
紙か

み

屑く
ず

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
疑
う
よ
う
な
時
代
を

長
く
経
験
し
ま
し
た
か
ら
。
財
産
は
、
金
や
宝
石
な
ど
で

持
っ
て
い
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
と
い
う
か
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決

済
の
ア
リ
ペ
イ
が
普
及
し
、
人
民
の
現
金
離
れ
は
更
に
加

速
し
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
買
い
物
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

に
な
っ
た
。
も
う
、
銀ぎ

ん

聨れ
ん

カ
ー
ド
す
ら
持
ち
歩
き
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
あ
ま
り
普
及
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
。
…
…
今
時
、
カ
ー
ド
す
ら
使
わ
ず
現
金
決

済
に
執
着
し
て
い
る
の
は
、
世
界
中
で
も
日
本
人
く
ら
い

で
す
。
我
が
人
民
は
、
銀
行
口
座
に
は
決
済
用
の
金
し
か

置
い
て
い
ま
せ
ん
。
ア
リ
ペ
イ
だ
け
で
、
今
や
五
億
人
を

超
え
る
利
用
者
が
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
ダ
ウ
ン

し
た
こ
と
で
、
茶
菓
子
一
つ
買
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
朝

起
き
て
ネ
ッ
ト
が
使
え
な
い
と
わ
か
っ
た
途
端
、
皆
が
Ａ

Ｔ
Ｍ
へ
と
殺
到
し
、
そ
の
騒
ぎ
は
銀
行
の
窓
口
へ
―
当

然
、
銀
行
は
こ
の
事
態
を
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
引

き
出
せ
る
現
金
が
店
に
届
く
ま
で
窓
口
を
閉
め
た
り
、
一

度
の
引
き
出
し
額
に
制
限
を
設
け
た
り
し
た
こ
と
で
、
そ

れ
が
更
に
不
安
を
拡
大
。
一
瞬
で
、
取
り
付
け
騒
動
に
発

展
し
た
模
様
で
す
。
Ｃ
Ｎ
Ｎ
は
、
ロ
シ
ア
・
メ
デ
ィ
ア
の

報
道
と
し
て
、
中
国
国
内
の
数
千
カ
所
の
銀
行
支
店
で
取

り
付
け
騒
動
が
起
こ
り
、
一
部
の
都
市
で
は
暴
動
に
ま
で

発
展
し
て
い
る
と
報
じ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
フ
ェ
イ
ク・

ニ
ュ
ー
ス
の
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
…
…
」
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「
わ
れ
わ
れ
の
政
府
は
、
何
か
声
明
を
発
し
た
の
か

ね
？
」

「
現
時
点
で
は
、
ま
だ
何
も
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
で
も
、

全
く
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
様
子
で
す
。
お
そ
ら
く
政
府
は

対
応
に
追
わ
れ
て
い
て
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
で
し

ょ
う
」

「
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
か
ら
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

る
ん
だ
が
」

「
細
々
と
な
が
ら
、
軍
の
衛
星
回
線
で
テ
キ
ス
ト
・
デ
ー

タ
を
や
り
と
り
で
き
る
程
度
で
す
。
メ
ー
ル
や
、
ニ
ュ
ー

ス
・
サ
イ
ト
を
覗
く
程
度
の
こ
と
は
可
能
で
す
。
た
だ
し
、

返
事
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
も
、
一
時
、
あ
ち

こ
ち
の
回
線
が
ダ
ウ
ン
し
た
よ
う
で
す
が
、
今
は
復
旧
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
欧
米
の
ニ
ュ
ー
ス
・
サ
イ
ト
の
記
事
を

読
む
こ
と
は
可
能
で
す
ね
」

「
兵
士
が
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
は
？
」

「
問
題
は
そ
こ
で
す
」

　

程
大
佐
が
、
困
っ
た
顔
で
口
を
開
く
。

「
す
で
に
、
情
報
は
拡
散
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
床
で
寝
て

い
る
負
傷
兵
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
兵
士
か
ら
は
、
隠

し
持
っ
た
ス
マ
ホ
は
い
っ
た
ん
取
り
上
げ
ま
し
た
し
、
そ

も
そ
も
ゲ
リ
ラ
が
連
絡
に
使
う
た
め
、
携
帯
網
の
回
線
は

遮
断
し
て
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
固
定
電
話
は
使
え
て
い
ま

す
し
、
地
元
政
府
と
の
協
定
で
、
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
の
類
も

使
用
は
許
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
ど
こ
か
の
住
宅
に
押
し

入
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使
え
る
環
境
は
あ
る
で
し

ょ
う
。
ハ
ワ
イ
に
は
、
中
国
系
の
移
民
も
多
い
。
兵
士
か

ら
、
自
分
の
親
に
無
事
な
こ
と
を
報
せ
る
メ
ー
ル
を
一
本

送
り
た
い
と
懇
願
さ
れ
れ
ば
、
ネ
ッ
ト
を
使
わ
せ
る
現
地

の
同
胞
は
い
る
。
そ
う
い
う
情
報
は
あ
っ
と
い
う
間
に
広

が
り
、
そ
の
者
の
家
の
前
に
、
兵
士
が
バ
ス
で
乗
り
付
け

る
羽
目
に
な
る
。
そ
れ
に
、
ど
こ
で
手
に
入
れ
た
の
か
、

分
隊
ご
と
に
ラ
ジ
オ
も
確
保
し
て
い
る
よ
う
な
の
で
す
。

語
学
が
で
き
る
連
中
は
、
短
波
放
送
で
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
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て
い
る
し
、
Ｆ
Ｍ
放
送
は
た
い
し
た
設
備
も
必
要
な
い
の

で
、
ゲ
リ
ラ
が
海
賊
放
送
を
一
日
中
流
し
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
に
忠
誠
を
誓
う
中
国
同
胞
が
、
北
京
語
で
兵
士
に
投

降
を
呼
び
か
け
て
い
る
番
組
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

あ
ま
り
厳
し
く
取
り
締
ま
る
の
も
ど
う
か
と
思
い
、
流
言

飛
語
の
類
に
惑
わ
さ
れ
る
な
と
命
じ
た
上
で
、
黙
認
し
て

き
ま
し
た
が
…
…
」

「
そ
う
い
え
ば
、
そ
の
ラ
ジ
オ
で
入
手
し
た
情
報
で
す
が
、

ロ
シ
ア
製
無
人
機
に
よ
る
沖
縄
へ
の
攻
撃
は
、
失
敗
し
た

模
様
で
す
。
嘉か

手で

納な

基
地
か
ら
避
難
さ
せ
ら
れ
て
い
た
プ

ー
ル
取
材
の
記
者
団
が
基
地
に
戻
っ
て
き
て
、
基
地
が
全

く
無
傷
で
あ
る
こ
と
を
現
地
か
ら
生
中
継
し
て
い
ま
し

た
」

　

ハ
ワ
イ
大
学
に
留
学
し
、
英
語
が
堪
能
な
石
少
佐
が
そ

う
報
告
し
た
。

「
一
発
も
？ 

全
く
、
無
傷
な
の
か
⁉
」

「
は
い
。
自
衛
隊
が
使
っ
て
い
る
那な

覇は

基
地
は
民
間
も
使

っ
て
い
て
、
民
間
人
が
比
較
的
自
由
に
出
入
り
で
き
ま
す

が
、
こ
ち
ら
も
、
攻
撃
は
一
切
無
か
っ
た
と
日
本
の
テ
レ

ビ
局
が
現
地
か
ら
報
道
し
て
い
ま
す
。
理
由
は
不
明
で
す

が
、
作
戦
は
完
全
に
失
敗
し
た
模
様
で
す
」

「
襲
来
す
る
一
〇
〇
〇
機
の
無
人
機
が
搭
載
す
る
ミ
サ
イ

ル
を
、
一
発
も
寄
せ
付
け
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
…
…

俄に
わ
か

に
は
信
じ
難
い
。
い
っ
た
い
、
何
が
起
こ
っ
た
ん
だ

ろ
う
な
。
こ
の
攻
撃
の
勝
利
が
、
士
気
を
上
げ
た
は
ず
な

の
に
。
つ
ま
り
、
状
況
と
し
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
勝
っ
て

は
い
な
い
。
―
そ
う
い
う
こ
と
か
？
」

　

葉
少
将
は
、
顎
に
包
帯
を
巻
い
た
痛
々
し
い
姿
の
参
謀

長
・
杜ト

ゥ

子ツ

健
チ
ィ
エ
ン

大
佐
へ
向
け
て
言
っ
た
。

　

頭
に
巻
か
れ
た
包
帯
な
ら
ま
だ
見
栄
え
も
す
る
が
、
頭

か
ら
顎
に
掛
け
て
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
す
る
の
は
、
痛
々
し

さ
し
か
感
じ
な
い
こ
と
を
、
大
佐
の
負
傷
で
皆
が
知
っ
た
。

「
…
…
朗
報
は
、
何
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
そ

れ
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
全
て
外
の
話
で
す
。
こ
の
島
に
留
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ま
る
わ
れ
わ
れ
が
気
に
病
ん
で
も
、
ど
う
こ
う
で
き
る
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

　

大
佐
は
、
時
々
苦
痛
に
顔
を
歪ゆ

が

め
な
が
ら
も
一
気
に
喋

っ
た
。

「
し
か
し
な
あ
。
本
国
の
上
級
司
令
部
に
事
態
の
説
明
を

求
め
た
ら
『
察
し
て
く
れ
』
と
ば
か
り
に
、
こ
ん
な
写
真

を
二
枚
だ
け
送
っ
て
寄
越
す
の
は
、
末
期
的
だ
と
思
わ
な

い
か
。
わ
れ
わ
れ
は
、
も
っ
と
困
難
な
状
況
に
何
度
も
直

面
し
て
き
た
の
に
…
…
」

「
要
請
は
、
政
治
将
校
た
る
自
分
の
名
前
で
行
っ
た
こ
と

で
す
の
で
、
少
将
の
名
前
な
り
、
部
隊
と
し
て
要
求
す
れ

ば
、
ま
た
別
の
返
事
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

「
そ
れ
で
、
軍
の
衛
星
回
線
ま
で
影
響
を
受
け
て
い
る
と

な
る
と
、
ス
パ
イ
衛
星
が
得
た
情
報
を
も
ら
う
こ
と
に
も

支
障
が
出
る
と
い
う
こ
と
だ
な
？
」

「
は
い
。
残
念
な
が
ら
、
衛
星
画
像
を
こ
こ
で
直
接
受
信

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
戦
車
部
隊
が
パ
ー
ル
シ
テ
ィ

を
進
撃
し
て
く
る
こ
と
も
、
兵
士
の
視
界
に
入
る
ま
で
は

探
知
は
無
理
で
す
」

　

石
少
佐
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
仕
舞
い
な
が
ら
そ
う
答

え
た
。

「
わ
か
っ
た
。
そ
こ
ら
中
に
ビ
ル
が
あ
る
か
ら
、
上
か
ら

見
張
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
の
必
要
性
は
な
い
だ
ろ
う
。
二
点
注

意
し
よ
う
。
ま
ず
政
治
将
校
団
は
訓
話
を
作
り
、
部
隊
の

末
端
ま
で
徹
底
さ
せ
て
く
れ
。
今
更
隠
し
て
も
仕
方
が
な

い
し
、
情
報
の
遮
断
は
士
気
を
下
げ
る
だ
け
だ
。
た
だ
し
、

本
国
で
発
生
し
て
い
る
事
態
は
や
が
て
終
息
す
る
し
、
こ

こ
に
い
る
わ
れ
わ
れ
に
は
関
係
無
い
こ
と
を
、
く
れ
ぐ
れ

も
理
解
さ
せ
て
く
れ
。
そ
し
て
石
少
佐
は
、
そ
の
語
学
力

を
活い

か
し
、
引
き
続
き
情
報
の
収
集
に
当
た
っ
て
ほ
し

い
」

「
は
い
。
海
外
留
学
経
験
の
あ
る
者
を
集
め
て
、
ホ
テ
ル

の
回
線
で
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を
集
め
さ
せ
ま
す
」

「
よ
ろ
し
く
頼
む
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
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網
の
ダ
ウ
ン
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
が
仕
掛
け
た
こ
と
で
は
な

い
の
か
？
」

「
ア
メ
リ
カ
側
の
専
門
家
の
解
説
で
は
、
香
港
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
基
幹
網
は
、
中
国
国
内
か
ら
制
限
を
か
け
ら
れ

る
よ
う
な
特
別
な
仕
掛
け
が
し
て
あ
り
、
そ
れ
が
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
を
起
こ
し
て
全
土
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
ダ
ウ
ン
さ
せ
、
世
界
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
だ
ろ
う

と
推
測
し
て
い
ま
し
た
。
中
国
国
内
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
、

ア
メ
リ
カ
の
関
与
を
示
唆
す
る
ニ
ュ
ー
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
も
そ
も
、
国
内
か
ら
ニ
ュ
ー
ス
自
体
が
一
本
も
流
れ
て

こ
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
。
こ
れ
は
個
人
的
な
推
測

で
す
が
、
党
と
し
て
も
、
事
態
を
大
げ
さ
に
し
な
い
た
め
、

ア
メ
リ
カ
の
仕
業
だ
と
声
高
に
非
難
す
る
の
は
避
け
た
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

「
わ
か
っ
た
。
と
に
か
く
、
わ
れ
わ
れ
は
軽け

い

挙き
ょ

妄も
う

動ど
う

せ
ず

に
、
で
き
る
こ
と
を
し
よ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ア
リ
ペ

イ
だ
っ
て
？ 

君
ら
は
、
入
れ
て
い
る
か
？ 

私
は
、
自

分
の
ス
マ
ホ
は
、
メ
ー
ル
し
か
使
わ
な
い
が
」

　

そ
の
問
い
に
、
杜
大
佐
と
程
大
佐
は
、
ま
る
で
月
の
裏

側
の
出
来
事
の
よ
う
に
首
を
横
に
振
っ
た
が
、
石
少
佐
は

違
っ
た
。

「
常
識
で
す
よ
、
将
軍
！ 

西
側
で
は
、
電ｅ

コ

マ

ー

ス

子
商
取
引
と

か
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
と
か
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
ネ
ッ
ト

の
決
済
を
制
す
る
も
の
が
金
融
市
場
を
制
す
る
ん
で

す
！ 

戦
争
で
世
界
を
手
中
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
金
融
市
場
で
は
そ
れ
が
可
能
で
す
。
現
金
や
カ
ー
ド

へ
の
信
用
が
無
か
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
、
こ
の
戦
争
で
は

中
国
は
有
利
な
立
場
に
い
ま
す
」

「
私
は
、
嫌
だ
な
。
自
分
の
稼
ぎ
を
全
て
携
帯
で
き
る
な

ん
て
…
…
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
金
庫
に
入
れ
て
、
担
い

で
外
出
し
な
き
ゃ
な
ら
な
い
」

「
限
度
額
の
設
定
な
ど
、
今
は
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る

の
で
、
紛
失
や
盗
難
事
故
に
も
備
え
ら
れ
ま
す
。
お
時
間

が
あ
れ
ば
解
説
し
ま
す
が
」
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「
よ
し
！ 

で
は
、
こ
の
話
は
こ
れ
ま
で
だ
。
正
直
、
本

国
の
状
況
を
案
じ
て
い
る
余
裕
は
無
い
が
な
…
…
」

　

休
憩
を
命
じ
、
こ
の
区
画
か
ら
締
め
出
し
て
い
た
兵
士

ら
を
ま
た
作
戦
室
に
戻
す
。

　

パ
ー
ル
シ
テ
ィ
に
陣
取
っ
て
い
た
味
方
部
隊
の
撤
退
戦

で
、
明
け
方
ま
で
激
し
い
戦
闘
を
繰
り
広
げ
た
。

　

そ
の
せ
い
か
、
敵
は
夕
暮
れ
が
近
づ
い
た
今
ま
で
静
か

に
し
て
く
れ
て
い
た
。

　

す
ぐ
近
く
に
通
信
兵
た
ち
が
陣
取
る
区
画
が
作
っ
て
あ

る
。
異
変
が
あ
れ
ば
わ
か
る
が
、
今
日
は
彼
ら
も
静
か
だ
。

時
々
、
鼾

い
び
きが
聞
こ
え
て
く
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

こ
の
ま
ま
平
和
に
一
日
が
終
わ
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
の

に
―
そ
う
皆
が
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

上
陸
当
初
は
、
オ
ア
フ
島
全
土
を
占
領
す
る
意
欲
満
々

だ
っ
た
が
、
見
通
し
は
甘
く
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
す
ぐ
立
ち

直
っ
た
。

　

レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の
編
成
も
早
く
、
結
局
、
ヒ
ッ
カ
ム
空

軍
基
地
や
パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
海
軍
基
地
も
早
い
時
期
に
手

放
さ
ざ
る
を
得
ず
、
今
は
、
ホ
ノ
ル
ル
市
街
地
を
点
々
と

占
領
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
軍
の
空
海
か
ら
の
大
規
模
な
補
給
や
増
援
は

今
も
続
い
て
お
り
、
中
国
軍
は
、
い
つ
押
し
潰
さ
れ
て
も

不
思
議
で
は
な
い
状
況
だ
っ
た
。
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ベ
ッ
テ
ィ
・
マ
イ
ズ
ナ
ー
空
軍
少
佐
を
乗
せ
た
オ
ス
プ

レ
イ
輸
送
機
は
、
ラ
イ
カ
ー
ズ
島
刑
務
所
を
離
陸
し
、
夕

暮
れ
の
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
フ
ォ
ー
ト
ミ
ー
ド
の
国Ｎ

Ｓ

家
安
全

保
Ａ障
局
本
部
に
着
陸
し
た
。

　

普
段
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
本
部
か
ら
滅
多
に
外
に
出
る
こ
と
の
な

い
彼
女
に
と
っ
て
、
今
日
は
め
ま
ぐ
る
し
い
一
日
だ
っ
た
。

　

ラ
イ
カ
ー
ズ
島
刑
務
所
の
隣
に
あ
る
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空

港
か
ら
Ｃ
―

17
Ａ
輸
送
機
に
乗
り
込
み
、
か
つ
て
の
同
僚

で
あ
り
恋
人
で
も
あ
っ
た
カ
ズ
オ
・
レ
ベ
ジ
ェ
フ
が
有
人

ロ
ケ
ッ
ト
に
乗
っ
て
旅
立
つ
姿
を
見
送
っ
た
。

　

彼
女
が
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
に
戻
っ
て
く
る
頃
に
は
す

で
に
決
着
は
付
い
て
お
り
、
一
〇
〇
〇
機
に
も
及
ぶ
ロ
シ

ア
製
無
人
機
は
、
三
〇
分
で
地
球
の
裏
側
ま
で
辿
り
着
い

た
レ
ベ
ジ
ェ
フ
が
、
現
場
上
空
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
直
接
仕

込
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
全
滅
し
た
。

　

だ
が
、
レ
ベ
ジ
ェ
フ
が
乗
っ
て
い
た
再
突
入
体
〝
ペ
ガ

サ
ス
〞
は
撃
墜
さ
れ
、
レ
ベ
ジ
ェ
フ
は
還
ら
ぬ
人
と
な
っ

た
。

　

彼
女
が
そ
の
報
せ
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
ラ
イ
カ
ー
ズ

島
刑
務
所
に
戻
り
、
シ
ス
テ
ム
・
ス
タ
ッ
フ
と
帰
り
支
度

を
整
え
て
い
た
時
だ
っ
た
。

　

結
局
、
マ
イ
ズ
ナ
ー
少
佐
は
、
段
ボ
ー
ル
一
箱
に
収
ま

る
レ
ベ
ジ
ェ
フ
の
遺
品
を
受
け
取
り
、
オ
ス
プ
レ
イ
に
乗

り
込
ん
だ
。
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二
人
の
関
係
は
、
と
っ
く
に
終
わ
っ
て
い
た
。

　

レ
ベ
ジ
ェ
フ
が
Ｎ
Ｓ
Ａ
を
辞
め
た
後
、
交
通
標
識
に
テ

ー
プ
を
貼
っ
て
自
動
運
転
カ
ー
に
事
故
を
起
こ
さ
せ
、
巻

き
添
え
で
親
子
連
れ
が
死
ぬ
と
い
う
事
件
を
起
こ
す
前
に
、

す
で
に
終
わ
っ
て
い
た
の
だ
。

　

だ
が
こ
の
半
日
は
、
三み

沢さ
わ

基
地
で
一
緒
に
働
い
て
い
た

頃
の
よ
う
な
と
き
め
き
を
思
い
出
し
て
い
た
こ
と
も
、
事

実
だ
っ
た
。

　

Ｎ
Ｓ
Ａ
本
部
に
戻
っ
て
き
た
彼
女
は
、
会
議
室
で
一
人

待
た
さ
れ
た
。
大
き
な
任
務
を
や
り
遂
げ
た
こ
と
で
、
皆

ほ
っ
と
し
て
い
る
か
と
思
い
き
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
起
こ
っ
た
事
態
と
、
最
新
の
軍
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ

ス
テ
ム
―
多

Ｍ

Ａ

Ｄ

Ｌ

機
能
先
進
デ
ー
タ
リ
ン
ク
・
シ
ス
テ
ム
が

ハ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
た
こ
と
で
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
っ
て
い
た
。

　

元
は
と
い
え
ば
、
そ
の
混
乱
は
Ｎ
Ｓ
Ａ
、
ひ
い
て
は
レ

ベ
ジ
ェ
フ
の
発
言
が
引
き
金
だ
っ
た
。

「
香
港
で
、
フ
ェ
イ
ク・
ニ
ュ
ー
ス
を
ば
ら
ま
け
ば
い
い
」。

そ
う
主
張
し
た
レ
ベ
ジ
ェ
フ
の
言
葉
を
盗
聴
し
て
い
た
Ｎ

Ｓ
Ａ
が
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
や
イ
ギ
リ
ス
の
英

Ｍ

Ｉ

６

国
対
外
情
報
部
と
組

ん
で
情
報
工
作
を
開
始
し
た
こ
と
に
根
を
上
げ
た
北
京
が
、

香
港
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
遮
断
し
た
結
果
、
こ
の
事
態

を
招
い
た
の
だ
。

　

マ
イ
ズ
ナ
ー
少
佐
は
段
ボ
ー
ル
箱
を
開
け
る
と
、
し
ば

ら
く
元
恋
人
の
遺
品
を
整
理
し
た
。
彼
の
遺
族
は
、
日
本

に
戻
っ
た
母
親
だ
け
だ
。

　

今
更
、
シ
ャ
ツ
な
ど
を
送
っ
て
も
仕
方
が
な
い
か
―
。

そ
う
考
え
て
い
た
時
、
よ
う
や
く
イ
ー
ラ
イ
・
ロ
ッ
ド
マ

ン
空
軍
准
将
が
「
待
た
せ
て
す
ま
な
い
」
と
言
い
な
が
ら

現
れ
、
コ
の
字
型
に
配
置
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
の
斜
め
向
か

い
に
腰
を
下
ろ
し
た
。

「
そ
れ
は
、
レ
ベ
ジ
ェ
フ
博
士
の
私
物
か
ね
。
も
う
家
な

ど
は
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
？ 

悲
し
い
な
。
あ
れ
だ
け
の

偉
業
を
成
し
遂
げ
た
人
物
の
全
財
産
が
、
段
ボ
ー
ル
箱
一

つ
に
収
ま
る
な
ん
て
」
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「
昔
か
ら
、
物
に
は
執
着
し
な
い
人
で
し
た
か
ら
」

「
そ
れ
は
、
何
？
」

　

准
将
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
立
て
ら
れ
た
手
彫
り
の
人

形
に
視
線
を
向
け
た
。
ほ
ん
の
、
二
イ
ン
チ
も
な
い
人
形

だ
。

「
こ
れ
は
、
仏
像
と
い
う
も
の
ら
し
い
で
す
。
彼
の
愚
行

に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
少
女
ら
を
悼
み
、
刑
務

所
に
い
た
日
本
人
受
刑
者
が
彫ほ

っ
て
く
れ
た
そ
う
で
す
」

「
…
…
彼
の
最
期
に
つ
い
て
だ
が
、
海
面
に
着
水
し
た
後
、

破
損
箇
所
か
ら
浸
水
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
、
自
分
が
脱

出
す
る
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
そ
う
だ
。
現
場
は
沖
縄
本
島

か
ら
三
〇
〇
キ
ロ
西
の
大
陸
棚
の
端
で
、
日
本
側
は
危
険

を
冒
し
て
捜
索
活
動
を
行
っ
て
く
れ
た
が
、
彼
は
発
見
で

き
な
か
っ
た
と
い
う
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
報
告
か
ら
も
、
お

そ
ら
く
機
体
と
一
緒
に
沈
ん
だ
だ
ろ
う
と
…
…
。
戦
争
が

終
わ
っ
た
ら
、
日
本
が
責
任
を
も
っ
て
機
体
を
引
き
揚
げ

る
と
言
っ
て
く
れ
た
ら
し
い
。
先
ほ
ど
副
長
官
と
も
話
し

た
が
、
彼
の
功
績
を
称
え
る
た
め
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
職
員
と
し
て

の
待
遇
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ホ
ー
ル
玄
関
の
壁
の

レ
リ
ー
フ
に
名
前
が
彫
ら
れ
、
遺
族
に
は
そ
れ
な
り
の

弔ち
ょ
う

慰い

金
と
年
金
が
支
給
さ
れ
る
。
も
し
君
が
配
偶
者
で

あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
な
ら
、
そ
の
手
続
き
に
尽
力
す
る

つ
も
り
だ
」

「
そ
の
必
要
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
遺
族
と
し
て
の
権
利
は
、

す
べ
て
彼
の
母
親
に
お
願
い
し
ま
す
」

「
わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
だ
が
、
こ
の
一
日
は
大
変
だ
っ
た
。

君
は
自
宅
に
戻
っ
て
休
み
た
ま
え
。
あ
あ
、
誤
解
し
て
ほ

し
く
は
な
い
の
だ
が
、
別
に
人
手
が
足
り
て
い
る
と
か
、

君
が
不
要
だ
と
い
う
意
味
で
は
な
い
ん
だ
。
気
持
ち
の
整

理
を
つ
け
る
時
間
も
、
必
要
だ
ろ
う
」

「
そ
ん
な
余
裕
が
、
組
織
に
あ
る
ん
で
す
か
？
」

「
い
や
、
無
い
な
。
全
く
無
い
よ
」

　

准
将
は
疲
れ
切
っ
た
表
情
で
そ
う
言
っ
た
。

「
現
在
、
二
つ
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
一
つ
目
―
中
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国
は
ｅ
コ
マ
ー
ス
が
崩
壊
し
て
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
。
銀
行
の
取
り
付
け
騒
ぎ
な
ん
て
、
全
く
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
ら
し
い
。
わ
れ
わ
れ
も
サ
イ
バ
ー
戦
争
を
考
え

な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
は
控
え
て
い
た
。

し
か
し
、
こ
の
状
況
下
に
、
こ
の
手
は
使
え
る
の
で
は
と

い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｓ
Ａ
に
は
、
引
き
続
き
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
網
を
ダ
ウ
ン
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か

検
討
せ
よ
と
い
う
命
令
が
き
た
」

「
諸も

ろ

刃は

の
剣つ

る
ぎで

す
ね
。
そ
れ
で
中
国
経
済
を
混
乱
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
て
も
、
一
方
で
、
人
民
が
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

正
し
い
情
報
を
入
手
す
る
手
段
を
閉
ざ
す
こ
と
に
も
な
る

…
…
」

「
そ
う
。
だ
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
網
だ
け
を
狙
い
撃
ち
に
す
る
。
そ

れ
を
大
急
ぎ
で
準
備
中
だ
。
そ
し
て
も
う
一
つ
が
Ｍ
Ａ
Ｄ

Ｌ
―
こ
ち
ら
は
、
も
っ
と
深
刻
な
問
題
だ
」

「
あ
の
、
本
当
に
、
破
ら
れ
た
ん
で
す
か
？
」

「
あ
あ
。
し
か
し
、
実
害
は
な
い
。
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル

が
起
動
し
て
、
シ
ス
テ
ム
全
体
を
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
さ
せ

た
。
だ
か
ら
、
漏
れ
た
情
報
も
何
か
を
仕
込
ま
れ
た
形
跡

も
無
い
が
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ホ
ー
ル
を
一
つ
発
見
し
て
、

今
大
急
ぎ
で
パ
ッ
チ
を
当
て
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
あ
と
い

く
つ
あ
る
か
は
、
全
く
わ
か
ら
な
い
」

「
現
場
は
、
だ
い
ぶ
混
乱
し
た
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
？
」

「
あ
あ
。
Ｆ
―

35
部
隊
が
あ
ら
か
た
離
陸
し
た
後
を
狙
っ

て
仕
掛
け
ら
れ
た
か
ら
ね
。
特
に
海
軍
は
、
海Ｎ

Ｉ

Ｆ

軍
統
合
火

器
管Ｃ制
――

対Ｃ

Ａ空
が
使
え
ず
に
困
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
わ
れ

わ
れ
は
、
事
前
に
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
ハ
ッ
キ
ン
グ
を
警
告
で
き

て
、
Ｎ
Ｓ
Ａ
の
面
目
を
保
て
た
。
こ
れ
も
レ
ベ
ジ
ェ
フ
博

士
の
お
陰
だ
な
。
そ
う
い
え
ば
君
は
、〝
ピ
ョ
ー
ト
ル
大

帝
〞
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
を
も
つ
ロ
シ
ア
人
ハ
ッ
カ
ー
の
こ

と
を
知
っ
て
い
る
か
ね
？
」

「
ロ
シ
ア
の
ハ
ッ
カ
ー
紳
士
録
で
、
読
ん
だ
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
だ
い
ぶ
昔
の
こ
と
の
よ
う
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
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た
し
か
、
天
才
少
女
で
し
た
よ
ね
？ 

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ッ
カ

ー
大
会
で
、
彗す

い

星せ
い

の
よ
う
に
現
れ
た
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ

ー
。
で
も
彼
女
は
そ
の
後
、
軍
に
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
、
姿

を
消
し
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
」

「
そ
う
な
ん
だ
。
て
っ
き
り
軍
で
活
躍
し
て
い
る
ん
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ど
う
も
彼
女
は
プ
ー
チ
ン
政
権
が

気
に
く
わ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
あ
る
日
忽こ

つ

然ぜ
ん

と
姿
を
消
し

た
。
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
、
ロ
シ
ア
が
こ
こ
一
週
間
必
死
に
な
っ
て

そ
の
〝
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
〞
の
行
方
を
追
っ
て
い
る
と
い

う
情
報
を
得
て
い
た
が
、
そ
の
理
由
ま
で
は
わ
か
ら
な
か

っ
た
。
だ
が
、
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
ハ
ッ
キ
ン
グ
さ
れ
た
こ
と
で

よ
う
や
く
繋
が
っ
た
。
彼
女
は
ハ
ッ
カ
ー
の
聖
地
、
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
に
潜
伏
し
て
い
た
。
そ
し
て
二
日
前
に
、
ち

ょ
っ
と
し
た
騒
動
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
誘
拐
事
件
が
露
呈

し
た
。
そ
の
時
点
で
は
、
誘
拐
さ
れ
た
の
が
ど
こ
の
誰
か

も
、
誘
拐
犯
に
つ
い
て
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

Ｃ
Ｉ
Ａ
の
顔
認
識
ソ
フ
ト
に
照
合
し
、
一
〇
年
前
に
撮
ら

れ
た
一
枚
の
写
真
と
合
致
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
」

「
も
し
か
し
て
、
誘
拐
被
害
者
が
そ
の
〝
ピ
ョ
ー
ト
ル
大

帝
〞
だ
っ
た
？ 

な
ら
、
た
っ
た
一
人
で
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｌ
に
挑

ん
だ
の
が
彼
女
で
す
か
？ 

凄
い
才
能
で
す
ね
」

「
Ｃ
Ｉ
Ａ
は
、
彼
女
を
誘
拐
し
た
グ
ル
ー
プ
は
、
ま
だ
オ

ラ
ン
ダ
か
ら
出
て
い
な
い
と
み
て
、
必
死
に
捜
索
中
だ
」

「
で
は
、
人
海
戦
術
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ホ
ー
ル
を
探
す

し
か
な
い
で
し
ょ
う
ね
」

「
そ
う
は
言
う
が
、
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
運
用
が
は
じ
ま
っ
て
も

う
一
〇
年
に
も
な
る
。
そ
ん
な
に
長
い
こ
と
使
っ
て
い
て

見
つ
か
ら
な
か
っ
た
穴
が
、
一
日
二
日
で
出
て
く
る
は
ず

も
な
い
。
今
は
彼
女
が
、
予
備
の
弾
を
も
っ
て
い
な
い
こ

と
を
祈
る
し
か
な
い
な
。
と
い
う
わ
け
で
、
正
直
に
言
え

ば
、
君
の
よ
う
な
ベ
テ
ラ
ン
に
休
み
を
与
え
ら
れ
る
状
況

で
は
な
い
ん
だ
。
そ
の
上
で
、
私
は
君
に
休
む
こ
と
を
勧

め
て
い
る
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ほ
ん
の
二
時
間
、
仮
眠
室
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で
休
ま
せ
て
も
ら
え
れ
ば
、
大
丈
夫
で
す
」

「
わ
か
っ
た
。
そ
う
し
て
く
れ
る
と
、
あ
り
が
た
い
」

　

准
将
は
制
服
の
胸
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
折
り
た
た
ん
だ
ペ

ー
パ
ー
を
一
枚
取
り
出
し
て
滑
ら
せ
た
。

「
レ
ベ
ジ
ェ
フ
博
士
は
、
沈
没
寸
前
に
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

を
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
手
渡
し
た
ら
し
い
。
中
に
は
、
君
宛
て

の
私
信
が
一
通
入
っ
て
い
た
。
こ
の
紙
は
、
そ
れ
を
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
だ
。
私
は
読
ん
で
い
な
い
」

「
ク
ラ
ウ
ゼ
ン
空
軍
中
佐
は
、
ど
ち
ら
に
？
」

「
ク
ラ
ウ
ゼ
ン
？
」

「
あ
の
ペ
ガ
サ
ス
・
ロ
ケ
ッ
ト
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
で
す
」

「
お
そ
ら
く
、
と
っ
く
に
本
土
行
き
の
便
に
乗
っ
た
は
ず

だ
。
他
に
も
ロ
ケ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
は
知
ら
ん
が
」

「
状
況
が
落
ち
着
い
た
ら
、
中
佐
と
話
を
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
レ
ベ
ジ
ェ
フ
の
、
彼
の
、
最
期
を
知
り
た
い
ん
で
す

…
…
」

　

准
将
が
会
議
室
を
出
て
い
く
と
、
マ
イ
ズ
ナ
ー
は
ペ
ー

パ
ー
を
手
に
取
り
、
し
ば
ら
く
見
詰
め
た
後
に
開
い
て
読

ん
だ
。

　

そ
れ
は
予
想
し
た
通
り
、
自
分
宛
て
に
書
か
れ
た
レ
ベ

ジ
ェ
フ
の
遺
書
だ
っ
た
。

　

赦ゆ
る

し
を
も
ら
え
た
こ
と
を
感
謝
す
る
言
葉
が
あ
っ
た
。

　

―
馬
鹿
な
男
。
あ
な
た
を
赦
す
こ
と
な
ん
て
、
あ
る

も
ん
で
す
か
…
…
。
せ
め
て
数
時
間
、
時
間
を
巻
き
戻
す

こ
と
が
で
き
た
ら
、
行
く
な
と
、
止
め
ら
れ
た
の
に
…
…
。

　

マ
イ
ズ
ナ
ー
は
、
し
か
し
こ
れ
以
上
、
悔
や
む
こ
と
は

無
か
っ
た
。

　

彼
が
あ
の
戦
場
に
行
か
な
け
れ
ば
、
今
頃
、
嘉
手
納
基

地
も
那
覇
空
港
も
、
焼
け
野
原
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

た
っ
た
一
人
の
男
が
、
我
々
の
世
界
を
救
っ
た
の
だ
。

　

開
戦
初
期
、
ア
メ
リ
カ
空
軍
が
爆
撃
し
た
後
、
日
米
両

軍
に
よ
っ
て
、
南
シ
ナ
海
北
西
の
ベ
ト
ナ
ム
に
近
い
西せ

い

沙さ
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諸
島
の
二
つ
の
島
が
占
領
さ
れ
た
。
今
は
、
そ
れ
ぞ
れ
航

空
自
衛
隊
と
海
兵
隊
が
航
空
拠
点
と
し
て
再
利
用
し
て
い

る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
側
の
ト
リ
ト
ン
島
を
空
自
が
利
用
し
、
そ
の

東
の
ウ
ッ
デ
ィ
ー
島
を
海
兵
隊
が
利
用
し
、
海か

い

南な
ん

島と
う

侵
攻

の
足
が
か
り
に
し
た
。

　

だ
が
、
海
兵
隊
に
よ
る
海
南
島
上
陸
作
戦
は
、
橋

き
ょ
う

頭と
う

堡ほ

の
確
保
ま
で
は
成
功
し
た
が
、
そ
こ
を
ロ
シ
ア
軍
の
無

人
攻
撃
機
に
破
壊
さ
れ
、
部
隊
は
ま
だ
海
岸
付
近
で
ま
ご

つ
い
て
い
た
。

　

そ
し
て
航
空
自
衛
隊
も
、
無
人
機
に
よ
る
次
の
攻
撃
が

沖
縄
に
な
る
だ
ろ
う
と
の
判
断
の
下
、
南
西
諸
島
へ
と
部

隊
を
引
き
揚
げ
さ
せ
た
。

　

折
し
も
台
風
並
み
の
低
気
圧
が
接
近
し
、
支
援
部
隊
も

あ
ら
か
た
引
き
揚
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

僅
か
の
留
守
部
隊
と
、
陸
上
自
衛
隊
の
コ
マ
ン
ド
が
守

る
中
、
風
雨
に
紛
れ
て
中
国
軍
の
コ
マ
ン
ド
が
上
陸
し
て

き
た
が
、
か
ら
く
も
基
地
は
守
り
切
っ
た
。

　

航
空
自
衛
隊
初
の
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
部
隊
で
あ
る
Ｆ
―

35
Ａ
部
隊
を
率
い
る
第
二
〇
二
飛
行
隊
隊
長
の
村む

ら

田た

先さ
き

斗と

二
佐
は
、
沖
縄
沖
航
空
戦
が
完
璧
な
勝
利
で
終
わ
る
と
、

誰
よ
り
先
に
基
地
に
引
き
揚
げ
た
。

　

彼
ら
が
戻
っ
て
く
る
ま
で
島
の
防
空
を
担
っ
て
い
た
の

は
海
上
自
衛
隊
の
Ｆ
―

35
Ｂ
部
隊
で
、
そ
の
コ
ク
ピ
ッ
ト

に
い
た
の
は
、
村
田
の
弟
・
護も

り

人と

と
妹
の
凛り

ん

子こ

だ
っ
た
。

　

つ
い
昨
日
ま
で
、
陸
上
自
衛
隊
の
ロ
ン
グ
ボ
ウ
・
ア
パ

ッ
チ
戦
闘
ヘ
リ
を
操
縦
し
て
い
た
村
田
護
人
三
佐
の
二
機

編
隊
は
、
長
兄
が
着
陸
す
る
ほ
ん
の
五
分
前
に
ト
リ
ト
ン

島
基
地
に
着
陸
し
て
い
た
。

　

着
陸
す
る
寸
前
、
陸
上
に
放
置
さ
れ
た
兵
士
の
遺
体
が

見
え
た
。
敵
か
味
方
か
は
わ
か
ら
な
い
。
ま
だ
回
収
ど
こ

ろ
で
は
な
さ
そ
う
だ
っ
た
。

　

先
斗
二
佐
は
、
弟
の
機
体
の
そ
ば
に
寄
せ
て
エ
ン
ジ
ン

を
切
る
。
地
上
に
降
り
て
空
を
見
上
げ
る
と
、
心
な
し
か



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




